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四天王寺大学紀要　第 63 号（2017年 3 月）
『社会保障判例百選』からみた児童福祉の課題
Problem of the child welfare picked out from “Jurist Shakaihosyou Hanrei











































































































































































































































整理番号 1：福岡地判小倉支部平成23年 4 月12日　判例集未登載。
整理番号 2：浦和家審平成 8年 5月16日　家月48巻10号162頁。
整理番号 3：最（一小）判平成14年 1 月31日　民集56巻 1 号246頁、判時1776号49頁、判タ1085号169頁。
整理番号 4：秋田家審平成21年 3 月24日　家月62巻 7 号79頁。
整理番号 5：名古屋高判平成17年 3 月25日　家月57巻12号87頁。
整理番号 6：東京地判平成18年10月25日　判時1956号62頁、判タ1233号117頁、賃社1441号53頁。
整理番号 7：最（一小）判平成21年11月26日　民集63巻 9 号2124頁、判時2063号 3 頁、判タ1313号104頁。


































































































































































　未成年者長男A（平成 6年生まれ）と二男Bを生んだが実母Y 2 と実父Cは平成13年に離婚し、
AとBの親権者を実母Y 2 と定めて離婚した。実母Y 2 は2002（平成14）年 5月ごろから仕事の
際に、のちに入籍する男Y 1 に預けるようになった。その後、男Y 1 と実母Y 2 はAに暴行を加
えるようになり虐待の疑いがあると通告をうけた児童相談所は2003（平成15）年に一時保護措
置をとった。さらに実母Y 2 が施設の入所の同意に応じないため、家裁の審判を得て児童福祉
法第27条第 1項第 3号の施設入所をおこなった。男Y 1 は虐待扱いされたことに激怒し、児童
相談所や市教育委員会などに対し抗議や職員にも暴行なども加えた。見かねた実父Cは2003（平
成15）年 2月家裁にAの親権者変更調停を申立て、その後、審判に移行した。しかし、審判中































































































成 9年（オ）第1963号・平成10年 2 月10日第三小法廷判決）」となっている。つまり、純粋な
児童手当だけでなく銀行口座に他の金員と混在していた場合には差押が可能かどうかの争いで
ある。
































































































































浦和家裁平成 8年 5月16日審判（平成 8年（家）第610号）。
最高裁（一小）平成14年 1 月31日判決（平成 8年（行ツ）第42号）。
秋田家裁平成21年 3 月24日審判（平成20年（家）第114号）。
名古屋高裁平成17年 3 月25日判決（平成17年（ラ）第11号）。
東京地裁平成18年10月25日判決（平成17年（行ウ）第510号）。
最高裁（一小）平成21年11月26日判決（平成21年（行ヒ）第75号）。
広島高裁松江支部平成25年11月27日判決（平成25年（行コ）第 7号）。
